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情報通信企画部
評　　　価

システム概要
・入札情報、資格審査、電子入札、契約事務の各機能からなる調達業務を支援するシステムであ
　る。平成22年度から公営企業局で運用する同様のシステムと統合した新システムを再構築し、
　25年１月から全面的に新システムへ移行した。

課題・問題点 ・経営事項審査基準の改正や東京都契約制度改正に対応するためのシステム改修が必要である。

見 積 概 要
（局評価）

百万円

移管
終了

その他

29年度所要額

532      百万円

電子調達システム（財務局経理部） 運 用 開 始 平成 13

移管
終了

見直し
再構築

その他

年度

・調達事務が滞ることがないよう、確実で安全な運用を行うための経費を計
　上する。
・システムの稼動状況を詳細に監視し、更なる品質向上及び安定稼動に向け
　て運用の改善を行うための経費を計上する。
・制度改正等に伴いシステム改修等を行うための経費を計上する。なお、公
　営企業局における制度改正や事務処理変更についても、一次窓口として財
　務局が対応する。
・その他、システム運用に係る所要の経費を計上する。

拡大
充実

見直し
再構築

拡大
充実

移管
終了

・調達事務を支援するための運用経費については、継続的な経費として運用
　実績に基づき積算されており、妥当である。
・運用改善経費については、システムの稼働状況を更に詳細に監視するため
　に必要な作業工数に基づき積算されており、妥当である。
・制度改正対応等に伴う改修経費については、改修実績を踏まえて積算され
　ており、妥当である。

729      

28年度予算額

532      

29年度見積額

百万円

財 務 局 評 価 ・上記評価に同じ。

拡大
充実

見直し
再構築

その他

百万円

29年度予算額

532      

情報通信企画部
評　　　価

・運用経費及び保守経費については、安定稼働に資するよう、運用実績及び
　業務内容等を踏まえて積算されており、妥当である。
・機器等賃借経費については、継続的な経費として積算されており、妥当で
　ある。
・システム改修経費については、人事施策にデータ活用するため必要性が認
　められ、改修内容に応じた作業工数に基づき積算されており妥当である。

拡大
充実

見直し
再構築

移管
終了

その他

29年度所要額

92       百万円

財 務 局 評 価 ・上記評価に同じ。

拡大
充実

見直し
再構築

移管
終了

その他

29年度予算額

92       百万円

システム概要
・当システムは、出退勤確認、徹夜勤務・休日出勤登録、会議室予約、個別空調予約、カード発
　行管理の５つのサブシステムから構成され、庶務事務システムや庁舎開錠システムと連携し、
　本庁職員の出退勤や都庁舎設備の利用を統合的に管理している。

課題・問題点
・平成28年度にシステム稼働環境を情報システム基盤に移管し、直後の運用となるため、安定稼
　働に向けオペレーションの精査を図る必要がある。
・29年度のセキュリティゲート導入に伴い、データ連携のためのシステム改修を要する。

見 積 概 要
（局評価）

・システム安定稼働に必要な運用経費及び保守経費を計上する。
・出退勤記録装置、システム用機器等の賃借経費を計上する。
・セキュリティゲート導入に伴い、データ連携のためのシステム改修経費を
　計上する。

拡大
充実

見直し
再構築

移管
終了

その他

29年度見積額

92       百万円

28年度予算額

170      百万円

事業評価票（情報システム関係予算）

9 東京都カードシステム（総務局情報通信企画部） 運 用 開 始 平成 18 年度
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